
電子商取引安全技術研究組合（略称：ECSEC）の概要
 設立年月日：平成１２年２月２８日
 理事長：植村泰佳（（株）ECSEC Laboratory 取締役）
 組合員：８企業
 株）ECSEC Laboratory、共同印刷（株）、（株）東芝、凸版印刷（株）、（株）日立製作所、ル

ネサスエレクトロニクス（株）、大日本印刷(株）、(株）Wave Technology
 事業費：平成29年度4.13億円
 事業の概要：電子商取引に係る情報セキュリティに関する試験研究と技術指導。
○組合設立の目的
組合員との共同による電子商取引に関する情報技術を
用いた製品・システムのセキュリティに関する試験研
究および組合員の情報セキュリティ技術向上支援。
○実用化の方向性
第3期試験研究計画の柱である「ＩＣカード（ＩＣチップ）のセキュ
リティ評価技術開発と評価環境整備」は 日本国内では評価できず
欧州に依存していたセキュリティ評価につき組合員企業と関係機関
等と連携し評価技術を習得、実証評価を経て、初めて国内でもＩ
Ｃチップのセキュリティ評価ができる体制を確立。機器間相互認証
（M2M）用チップ等に分野を拡大し研究継続。

○事業化の目途の時期
ＩＣカード等のハードウエアセキュリティ評価：24年度事業化完了。
M2M用チップのセキュリティ研究は、27年度以降の事業化を想定し
ている。
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(3)クラウドシステムのセキュリティ保証
に関する研究
場所：各社
〈ＷＧ参加社〉

セキュリティ要求仕様
（株）ECSEC Laboratory

プロジェクトリーダー 植村泰佳

ＩＣシステムセキュリティ協会（ＩＣSS-RT)
同上評価認証部会（ICSS-JC)

電子商取引安全技術研究組合

連携

●研究開発体制

ＮＥＤＯプロジェクト

１）「戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）/重要
インフラ等におけるサイバーセキュリティの確保」
２）ＩｏＴ推進のため横断技術開発プロジェクト/Sensor-
to-Cloud Security～ビッグデータを守るＩｏＴセキュリティ
基盤技術の研究開発」

場所：本部
〈アプリケーションＷＧ編成中〉
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